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図２樹木の実生集団における総シュート密度､種数､および種多様度の変化
種多様度はSimpsonの多様度指数(1の)で表されて跡る゜
一心-19騨年，－鶴．1997年，-0-20,5年
図３に、高木種の中で実生の量が比較的多かった４種のシュート密度の変
４種の中では、近年亜林冠層で優占種となっているヒトツバカエデが最も高
i土できなかった。
化を表した。これら
いシュート密度を示した。トネリコ属の樹木も､成木は永久調査区内でそれ程多く見られないが、
実生密度はかなり高いことが分かった｡これら２種は、場所によりシュート密度が大きく異なって
いた。さらに､密度が極大となる場所が種により異なった｡また､そのよう濯種ごとのシュート密度
変化のパターンは、年を経ても維持されていた。一方、実生がそれ程多くないナナカマドやイタ
ヤカエデについては､遷移初期に出現するナナカマドの分布は局所的で、遷移後期まで
生育を続けるものと推測されるイタヤカエデの分布は広範囲であった。４種全てについ
て、２０年間の総シュート密度の変化に明らかな増加あるいは減少の傾向は見られなかった。
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図３実生集団における主要高木種のシュート密度変化
一鋒1185年、－醗一］,97年。一○－．２０鯵年
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考察
植物群落における実生集団の分析は、その群落の将来を推測する有効な手段である。
しかし、実生密度は母植物の繁殖量の年変動に影響される。この変動は小サイズの実
生ほど大きい。この点を解決するたあには、個々の実生を識別して追跡調査する必要
－７－ 
があるが、膨大な労力を要する。本研究では、同じ場所を間隔を開けて３回調査する
ことによって、実生集団の長期と短期の変動をある程度識別できたと考えられる。
調査された実生集団の方形区ごとの総シュート密度をみると、１１８５年には西端の方
形区で高い値を示したが、その後は他との差が少なくなった。このことは、西端の方
形区の実生数の変動が、付近の成熟樹木における繁殖量の年変動の影響を受けた局所
的なも鰯であることを示している。この点を考慮すると、本永久調査では定着可能な
実生の量の場所による違いがそれ程大きくなく、また、全体的にその値は２０年間で大
きく変化しないと判断できる。一方、種数の変化については、総シュート密度と比べ
て年による変化が少ない。従って、各年で得られた方形区西端で若干種数が多いパタ
ーンを、場所ごとの定着可能な種類数と見なして良いと考えられる。
遷移群落内で定着可能教実生の種数やシュート密度は、後継樹木の侵入時期や多様
な後継種の決定機構に関する情報をもたらすものもとして興味深い。遷移が進行する
過程で後継種となる植物の侵入時期について、Egler(1954)は二次遷移の初期段階にお
いて既に遷移後期の群落を構成する種が侵入していると述べ、MarkS(1175)はそれに該
当する事例を示している。一方、C1ements(１９１６)やCcnnellandSlatyer(1177)は、特定の
遷移段階にならないと後継種の侵入が見られ鞍いと述べたが、具体的な時期や侵入”
条件は示されていない。本研究で調査された遷移アカマツ林では高木種の実生の種類
数が少なく、シュート密度についても、現在亜林冠層で数が多いヒトツバカエデとト
ネリニ属の２種以外のそれは極めて少なかった。また、２０年の限られた期間ではある
が、その値は殆ど変動していない。これらの結果は、本アカマツ林の遷移における後
継種の侵入が特定の遷移段階になって初めて開始され、さらにその時期が、長い遷移
過程の間の極あて短い期間に限られることを示唆している。
一方、本研究ではSimpsonの多様度指数（1/Ｄ）を用いて実生集団の多様度を評価
した。この指数は集団における寡占の程度を表すために適していると考えられるが、
その値は場所によってそれ程変わらず、識おむね３～７の値をとった。方形区の樹木実
生の種数が３～８である点を考慮すると、この値はかなり低く、実生集団に輯いて寡占
の程度が高いことが分かる。さらに、量が多いヒトツバカエデとトネリコ属の樹木の
実生が局所的に分布する様子が見られ､そのシュート密度は２ｃ年の間ほとんど変化し
戦かつた。以上の結果は、これらの種の実生が群落内の微環境に応じてすみ分けてい
ることを示唆している。実生の要求する環境の〆クールは成熟個体のそれより小さい
と言われており（Harp己r，1977)、遷移群落に限らず、群落内の環境はこのようなスケ
ールでは不均質であることが多い。また、ヒトツバカエデとトネリコ属の２種につい
ては、成木も不均質に分布していることが斎藤（２００６）により報告されている。これ
－８－ 
らのことを考え併せると、遷移群落の空間的な構造が、構成種の実生が定着する時期
にある程度決定されることが示唆される。また、このような実生の不均質な定着成功
が、異議る遷移コー〆へと群落が分化する発端となる可能性もある。
本研究で定着が推測された実生のうちの、どの位の割合が成熟個体まで達すること
ができるか明らかでない。また、調査で得られた実生の分布を制限する要因について
も、現時点では充分な情報が得られていない。今後は、実生の不均質な分布がより後
期の生活段階でも維持されることを確認するとともに、生物的環境を含滋た、不均質
な分布に関わる可能'性がある要因について一層の解析を行う必要がある。
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